
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０３

若手研究(B)

2014～2012

教科教育担当の大学教員を支援するＩＣＴ活用指導力育成のための授業モジュールの開発

Development of the class design module to teach TPACK for professors of subject 
teaching method

３０３６７９３２研究者番号：

寺嶋　浩介（Terashima, Kosuke）

大阪教育大学・教育学部・准教授

研究期間：

２４７００９００

平成 年 月 日現在２７   ６ ２９

円     2,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，教科教育法担当の大学教員を支援するためのICT活用指導力育成のための授業
プログラムを開発した。まず，教科教育法担当の大学教員に対し，授業イメージの調査をし，彼らの持っている共通点
を探った。その上で，講義型プログラムと，模擬授業型プログラムの事例を開発した。国語科教育法と家庭科教育法に
おいてそのデザインを適用し，評価したところ，肯定的な結果が出された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop the class design module for teaching 
TPACK(Technological Pedagogical Content Knowledge) based on the teaching image model of the professors 
whose major is subject-teaching method in the university. First, the author clarified the professors’ 
teaching image model. After this, the author developed two course modules (lecture type and microteaching 
model). These designs applied on the class of teaching method of Japanese language and home economics. 
These are evaluated positively.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 教員養成において，学生の ICT 活用指導力
向上についての授業は「教育の方法及び技
術」の一部で取り組まれることが多い。その
他には各教科教育での実施が望まれるが，現
状では時間の制約，担当教員の専門性により
実施が難しい。 
 
２．研究の目的 
(1) 教員養成において，教科教育を担当する
教員の授業に対するイメージを明らかにす
る。 
(2) (1)を踏まえ，教科教育において，学生の
ICT活用指導力向上を促す授業モジュールを
開発する。 
(3) 開発した授業モジュールを実際の授業
を通して評価する。 
 
３．研究の方法 
(1)「教科教育担当教員に対する授業イメージ
の調査」 
(2)「教科教育において ICT 活用指導力を向上
させるための授業モジュールの開発・運用」 
に分けて並行して進めた。 
 (1)に関しては，これまで予備調査として実
施してきたヒアリングを 15名から 20名程度
に拡大して実施した。このデータを分析した
うえで，モデル化を図った。また，それを教
科専門を担当する教員の授業イメージと比
較した。 
 (2)に関しては，まず教科ごとに ICT 活用の
事例を調べ，その教科における典型的な活用
場面を分類・整理した。 
 最終的に両者の成果を統合して授業モジ
ュールを開発し，その評価・改善を実施した
上で，実際の授業において実施してもらった
成果を評価した。 
 
４．研究成果 
1) 「信念」「知識・技術」により構成される
授業イメージモデル枠組を設定したうえで，
10名の教員を対象としてPAC分析による調査
を実施し，モデル化した（図 1）。そして， 7
名の教科専門担当教員への同様の調査によ
るモデル（図 2）と比較することで，その独
自性を明確にしようとした。結果，教科教育
法担当教員は，信念においては，学習指導要
領を基本としてその教科について考えてい
ること，また自身の指導哲学を持っている傾
向にあることがわかった。また，知識・技術
においては，体験と省察を重視した教育方法
を採用しようとしていること，などが明らか
となった。 
 総合すると，以下の様なことが考えられる。
学生は，これまで小学校から高等学校の授業
を受けた経験があるため，教科教育法担当教
員はその経験を活かした指導をしようと考
えている。その教科観については，学習指導
要領が前提となり，少なくとも指導者である
教員間ではある程度共通しているものであ

る。ただしその指導内容については，言語化
されている知識として口頭や板書を通して
直接伝えにくいものが多い。ゆえに，学校現
場で採用できるような実践知を体験と省察
を通して学ばせている。一方，教科専門担当
教員が指導をする内容というのは，学校現場
で直接的に使えるという知識や技術そのも
のというよりは，理科や数学という教科や研
究分野の位置づけの本質を提供しようとし
ている。そこで，伝えにくい概念を極力可視
化し，教員自身なりの方法で実感させること
を考えているといえる。 

 

 
 

 

 
 

 

 
  

 

 
図1 教科教育法担当教員の 

授業イメージモデル 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

図2 教科専門担当教員の 

授業イメージモデル 
 
2) ICTを活用した各教科の事例分析を踏まえ，
算数，体育，国語を対象とした ICT 活用指導
力育成に資する教材群を開発した。また，1)
の結果を踏まえ，講義型授業の授業モジュー
ル，模擬授業型の授業モジュールを開発し，
国語科および家庭科教育法の授業に適用し，
その効果について評価をした。 
 
①国語科教育法における実践研究 
 授業で取り扱う ICT 活用については，デジ
タル教科書の活用において有効だとされる 5
分類をもとに，教材に合った活用を考え，①
操作が簡単であること②くり返し指導する
こと③他の場面でも活用できるように，操作
方法と共に，活用場面と効果について説明す
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ること，の三点を考慮して授業を設計した。
質問事項として以下の 4つを用意した。 
 
1-①電子黒板にはどのような機能があるの
か挙げることができる 
1-②デジタル教科書はどのような機能があ
るのか挙げることができる 
1-③小学校国語科「読むこと」の指導場面に
おいて、ICT を活用した授業を計画すること
ができる 
1-④小学校国語科の授業にデジタル教科書
を取り入れたいと思う 
  
 事前・事後調査を 5 件法で行ったところ，
以下の図 3のようにまとめられた，事前事後
と比較をすると，いずれも 1％の有意差で評
価値が向上した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 国語科教育法における調査結果 
 
②家庭科教育法における実践研究 
 学生が模擬授業を行うタイプの大学授業
を実施した。授業は全 15 回中，13 回目（第
1時）と 14 回目（第 2時）の授業として実施
した。この 2時間の目標として設定されたの
が，「前半で学んだ学習指導の内容や指導法
をもとに，効果的な指導法を考え，授業に適
用することができる」であった。各授業での
内容を以下に示す。 
事前課題: グループで指導案を作成し，10 分
程度の模擬授業の準備をしてくることであ
った。2つの場面は，「調理実習において包丁
の使い方を指導する」「衣服には汚れがある
ことに気づかせる」であった。 
1 時間目: 各場面について，3班で模擬授業
を行い，よいものを 1班に集約する・各場面
の模擬授業を行い，授業を受けて気がついた
ことをメモする・各班で模擬授業の検討を行
い，どうすればもっと効果的な指導ができる
か，効果的な指導を行う方法を調べる 
2 時間目までの課題: 改善した授業の模擬
授業を準備してくる 
2 時間目: 準備してきた模擬授業の実演を
する。実施者以外は，気づいたことについて
メモをとる。どんな改善が効果的だったのか
をグループで話し合う。最後に教員が家庭科
教育の授業におけるICT活用の意義について
説明する。 

 この授業について，事後に，15 項目からな
るアンケート調査を 4 件法で行った。
Schmidt(2009)らが提案している教員養成に
おける TPACK の構成要素のうち，TCK，TPK，
TPCK を日本語訳し，日本での家庭科教育法の
授業にあうように，項目を作成した。 
 結果を図 4から図 6において示す。いずれ
も，中央値である2.5を越えていた。しかし，
学習したことを家庭科の他の分野に応用す
る力については，この 2時間の授業にいては
十分に伸ばすことができなかったため，今後
は授業デザインを改善する必要が有ること
がわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 TCK に関する事後評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 TPK に関する事後評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 TPCK に関する事後評価 
 
 また，模擬授業において受講生から提出さ
れた 35 本の指導案を事前から 1 時間目終了
後，および 2時間目終了後にわたる過程にお
いてどのように変化をしたのかについて，分
析した。結果は表 1のようになった。当初は
③Technology，すなわち ICT の技術的な知識
を主眼とした改善が中心だったのが，2 回目
の改善においては，②Pedagogy，つまり教育
法にターゲットをあてた指導案の改善につ
いても増え，模擬授業の文脈に即して，学生
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Content 2 5.7% 2 5.7% 

Pedagogy 2 5.7% 11 31.4% 

Technology 14 40.0% 14 40.0% 

Content + Pedagogy 0 0.0% 1 2.9% 
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らは教科指導の一部としてのICT活用指導力
について，より具体的に学んでいったことが
わかった。 
 

表 1 指導案における改善の分析 
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